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本
サ
ミ
ッ
ト
に
は
世
界
各
国
か
ら

4
0
0
名
以
上
の
高
等
教
育
関
係
者
が

集
っ
た
。
日
本
か
ら
も
10
大
学
の
関
係

者
が
参
加
し
て
い
る
。「H

ow
 talent 

thrives

」（
研
究
者
や
学
生
の
能
力
を

開
花
さ
せ
る
に
は
）
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
催
さ
れ
た
。

　
初
日
に
最
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、

「M
eeting of the alliances

」
と

題
さ
れ
た
、
世
界
有
数
の
研
究
大
学
の

リ
ー
ダ
ー
陣
13
名
に
よ
る
特
別
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
カ
ナ
ダ
の
U
15

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
のGroup of 

Eight

と
い
っ
た
研
究
機
関
グ
ル
ー
プ

の
代
表
者
に
加
え
、
日
本
の
R
U
11
か

ら
は
早
稲
田
大
学
【
6
0
1-

8
0
0

位
】の
笠
原
博
徳
副
総
長
が
登
壇
し
た
。

議
題
は
「
研
究
者
た
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

THE WORLD ACADEMIC SUMMIT 2019 at ETH Zurich

藤田医科大学に世界の大学トップが集結！

筒井瑛美
つついえみ●（株）進研アド教育
改革支援部。関西地区での大学支
援を経て、2018年より現職。THE
世界大学ランキング分析や大学の
魅力向上施策の企画立案など、多
角的に改革支援を行っている。

1初日の特別パネルディスカッション。進行役はTHEのフィル・ベイティ氏。早稲田大学
の笠原副総長も登壇（左から４人目）2アジアNo.1が発表された瞬間。３ディナー兼懇
親会はネットワーキングの場。４セッションで話されたトピックを描いていく壁画。

　2020年6月、アジア大学サミットが国内で初め
て開催される。ホストとなるのは、藤田医科大学。
　テーマは「Crossing boundaries, unlocking 
creativity（境界を越え、 創造性を引き出す）」。若
年層の減少および高齢化、国際交流の進展など、
日本をはじめとするアジア諸国が抱えている課題に
加え、AIやSDGsなどグローバル社会全体が直面
している大きな課題について、世界各国の高等教
育関係者を招き、議論を深める。登壇者としてノー
ベル賞受賞者、国際的リーダー、各国トップ大学学
長が出席する予定。また、サミット2日目には、THE
世界大学ランキングのアジア大学ランキング
2020も発表される。
　参加申し込みはTHEのサイトから可能。すでに
受け付けは始まっている。貴重な意見に触れる機
会、国際的なネットワークを広げるチャンスとして、
積極的に活用したい。

THE Asia Universities Summit 2020
藤田医科大学（愛知県豊明市）

Crossing boundaries, unlocking creativity
2020年6月2日（火）～4日（木）

1

2 3 4

https://www.timeshighereducation.com/summits/asiauniversities/2020/

アジア大学サミットが日本で初開催

参
加
レ
ポ
ー
ト

世
界
学
術
サ
ミ
ッ
ト 

2
0
1
9
年
9
月
に
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
校
で
開
催
さ
れ
た
世
界
学
術
サ
ミ
ッ
ト
。

世
界
の
高
等
教
育
関
係
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
議
論
を
紹
介
す
る
。

参加申し込み▶

大隅良典氏（自然科学研究機構基礎生物学研究所教授） 

天野浩氏（名古屋大学工学研究科教授）
松尾清一氏（名古屋大学総長）
Dr.Bin Yang（清華大学副学長）
Dr.Tan Eng Chye（シンガポール国立大学学長）
Dr.Oh Se-Jung（ソウル大学学長）
Dr.Julia Buckingham CBE（英国大学協会会長）
                                               ほか、約30名を予定

THEのサイトから申し込み可能

特集●教育・研究の両輪と世界大学ランキング

How talent
thrives

ル
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
次
の
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し

て
い
く
か
」
と
い
う
も
の
。「
失
敗
に

終
わ
っ
て
も
、
新
た
な
発
見
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
実
験
・
研
究
を
財
政

的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る
余
裕
が

必
要
」（
ヴ
ィ
オ
ラ
・
フ
ォ
ー
ゲ
ル
氏

／
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
校【
13
位
】健
康
科
学
技
術
学
部
長
）、

「
有
能
な
研
究
者
が
、
安
定
し
た
ポ
ジ

シ
ョ
ン
で
成
長
で
き
る
し
く
み
が
求
め

ら
れ
る
」（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ

ト
氏
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学

【
50
位
】学
長
）等
の
意
見
が
出
る
中
で
、

笠
原
副
総
長
は
、
パ
テ
ン
ト
や
政
府
か

ら
の
援
助
に
よ
る
研
究
資
金
の
獲
得
や

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
育
成
に
向
け
た
取

り
組
み
、
自
身
の
研
究
分
野
で
あ
る

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
関
す
る

意
見
を
述
べ
た
。

　
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学（
N
U
S
）【
25
位
】

の
タ
ン
・
エ
ン
チ
ャ
イ
学
長
の
発
言
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
大
学
が
少
な
い
と

い
う
背
景
も
あ
り
、「
自
学
の
研
究
力
、

そ
し
て
国
力
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
国

外
の
大
学
と
の
連
携
が
不
可
欠
」「
欧

米
の
有
力
大
学
の
グ
ル
ー
プ
に
〝
入
れ

て
も
ら
う
〞
と
い
う
姿
勢
で
は
な
く
、

自
ら
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
そ

の
中
心
に
な
っ
て
い
く
」
と
語
っ
て
い

た
。
日
本
の
大
学
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
す
る
際
に
は
N
U
S
の
よ
う
な

積
極
性
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
２
日
目
の
午
前
は
「Redefining 

talent

」（
才
能
の
再
定
義
）と
題
し
た
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
能
力

に
つ
い
て
考
え
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
進

行
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
サ
ー

デ
ィ
ア
・
ザ
ヒ
デ
ィ
氏
か
ら
「
仕
事
の

未
来
と
人
材
育
成
に
お
け
る
大
学
の
役

割
」
に
関
す
る
基
調
講
演
が
あ
り
、

「
2
0
2
5
年
ま
で
に
職
場
の
タ
ス
ク

は
52
％
ま
で
自
動
化
さ
れ
る
」「
こ
う

し
た
時
代
に
は
多
く
の
人
が
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
再
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
」
な
ど
の
話
が
あ
っ

た
。

　
午
後
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
「Closing 

the skills gap

」（
能
力
差
の
解
消
）

と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
。
有
力
な

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
世
界
の
ト
ッ
プ
大

学
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
A
I
の

普
及
や
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
り

求
め
ら
れ
る
力
が
変
化
す
る
中
で
、
高

等
教
育
機
関
が
育
成
す
べ
き
な
の
は

〝
ス
キ
ル
〞
か
〝
知
識
〞
か
、
と
い
う

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　
締
め
く
く
り
は
「A

dapting the 
skills of the future

」（
こ
れ
か
ら
必

要
な
ス
キ
ル
へ
の
順
応
）
と
題
す
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
。
進
行
役
の
N
U
S
の
タ

ン
学
長
か
ら
は
、「
研
究
過
程
で
は
、

気
付
け
ば
千
回
失
敗
し
て
い
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
。
こ
れ
を
『
研
究
に
は
千
の

ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
』
と
認
識
を
変
え
る

こ
と
が
重
要
」
と
い
う
発
言
が
あ
り
、

聴
衆
か
ら
の
共
感
を
得
て
い
た
。

　
夜
に
は
最
新
の
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
が
発
表
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア
で
は
清
華

大
学【
23
位
】が
前
年
に
引
き
続
き
ト
ッ

プ
を
堅
守
。「
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
光

栄
だ
が
、
ア
ジ
ア
は
限
定
さ
れ
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
。
国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
で
、

上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
で
き
る
よ
う
努
力

し
た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　
３
日
目
は
サ
ブ
テ
ー
マ
を
「W

ho, 
W

hat, W
here?

」
と
題
し
、
急
速
に

変
化
す
る
世
界
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

共
同
研
究
、
文
化
的
交
流
を
進
め
る
べ

き
か
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
た
。
あ

る
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
日
本
の
大
学
は

他
国
の
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
少
な
い
」
と
い
う
分
析
が
な
さ
れ
て

お
り
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
が
急
務
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
な
お
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ラ
ン

キ
ン
グ
の
今
後
に
つ
い
て
の
発
信
が
多

く
な
さ
れ
て
い
る
。
大
学
イ
ン
パ
ク
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
0
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
が
披
露
さ
れ

た
。
ま
た
、
次
回
の
世
界
学
術
サ
ミ
ッ

ト
で
は
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
新
た

な
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
が
発
表
さ
れ
る
と
い

う
。
来
年
は
日
本
で
初
め
て
の
ア
ジ
ア

大
学
サ
ミ
ッ
ト
が
藤
田
医
科
大
学

【
4
0
1-

5
0
0
位
】で
開
催
さ
れ
る
。

世
界
的
な
高
等
教
育
の
潮
流
を
知
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

優
秀
な
研
究
人
材
育
成
は

世
界
的
な
課
題

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
対
し
て

大
学
が
育
成
す
べ
き
能
力
は
？

社
会
の
変
化
に
対
応
し
て

メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
に
も
変
化
が

ホスト大学

テ ー マ

日 時

登壇者

教
育
と
研
究
の
両
輪
で
国
際
競
争
力
を
高
め
る
に
は

＊ 国連の持続可能な開発目標「SDGｓ」への取り組みを測るランキング。P.6参照

＊

※
本
文
中
に
出
て
く
る
大
学
名
の
下
の【  

】内
の
数
字
は
T
H
E
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
0
の
順
位
を
示
す

取材・文／本間学

撮影／荒川潤


